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【いばらきフラワーパークでの活動】
・清掃活動や製品販売等

【地域の農園との連携】
・苗植えや収穫体験

【地区の方々との交流活動】
・グランドゴルフクラブ
・片野排禍ばやし保存会

茨城県立石岡特別支援学校（石岡特別支援学校運営協議会）基本情報

学校所在地 児童生徒数
学校運営協議会 地域学校協働活動

推進員数設置年度 委員数 年間開催回数

茨城県石岡市 238名 令和４年度 10名 ３回 ０名

児童生徒一人一人に応じた自立と社会参加を目指し、地域の資源を最大限に生かしつつ、学校・家庭・地域が協働して、それぞれの個性や可能性を伸ば
す教育を推進して地域に開かれ、「信頼」と「繋がり」を大切にする学校を目指す。

学校教育目標

・日本百名山「筑波山」を間
近に仰ぎ、 自然豊かな環境
に恵まれた茨城県石岡市八
郷（やさと）地区に所在

・平成31年４月に開校
（創立７年目）

・知的障害のある児童生徒
（小学部、中学部、高等部）

238名が在籍

・通学区域は小美玉市、石岡
市、 かすみがうら市、つくば
市（旧筑波町）、

・「進んで学び、友情を深め
合い、健やかな心と体を育
む学校」をスローガンに、家
庭や地域、関係機関との
「繋がり」を大切した教育活
動の充実を目指している

学校運営協議会の概要学校・地域の特徴

・小幡地区区長会長、副会長
・株式会社カスミ
・いばらきフラワーパーク
・石岡市教育委員会
・石岡市社会福祉協議会
・地元農園
・地元古民家カフェ
・保護者代表
・校長

委員の構成

・学校グランドデザイン及び学校
運営について
・地域と連携した教育活動の充
実について
・個々の障害による学びにくさを
改善・克服し、主体的な学び
を促す授業づくりについて
・学校評価

これまでの主な議題例

組織図

地域学校協働活動の
特徴的な取組や工夫など
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学校概要１
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地域との「繋がり」を生かした活動２

いばらきフラワーパークでの活動

高等部 「職業科（実技）」
清掃活動

高等部 「職業科（実技）」
販売活動

高等部 
「宿泊を伴う共同生活学習」

中学部 「職業・家庭科」
押し花づくり

高等部「職業科（実技）」
カフェ準備
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地域との「繋がり」を生かした活動２

地域住民との交流活動

小学部 「生活科」 
収穫体験

中学部 「社会科」
地域の伝統文化の学習

中学部 「特別活動」
グランドゴルフでの交流会
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学校運営協議会３
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CSマイスターの活用４

コミュニティ・スクールの取組について
理解することが必要だね！

コミュニティ・スクールについての教職員アンケート

令和６年４月実施
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CSマイスターの活用４

講師：三鷹市教育委員会総括スクール・コミュニティ推進員

 四柳 千夏子先生

演題：「コミュニティ・スクールの可能性」

～これからのコミュニティ・スクール～

導入３年目で改めて研修会を実施
本校教職員のほかに学校運営協議会委員
も参加したよ。

コミュニティ・スクール研修会の実施
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CSマイスターの活用４

教職員の感想

コミュニティ・スクール研修会の成果

・まず、人を介しての話し合い。相互理解から一緒にビジョンを作り上げることが大切

・継続性のための仕組みも必要。そのためには、人が変わっても地域を考え続けるための「振
り返り」「整理」して「ブラッシュアップ」の機会が必要と感じた。

・現場の先生方からも意見をいただき、具体的な取り組みにつなげたらより良い取り組みにな
ると感じた。

・地域の課題、学校の課題を共有して、一緒に学んだり解決できるといい。

・これまで自分なりに理解していたコミュニティ・スクールからより一層アップデートできた。

・地域と学校との温度差をなくすためには、話し合いの場が必要

・地域学校協働活動において、どんなことができるのかわからない職員もいるため、本日の演
習のように情報を共有したり担任の思いを吸い上げたりする場があると効果的だと感じた。

・「地域共生社会」という壮大な目的にとらわれず、「子供達の学びになっているか」に目を向
けるということが印象に残った。

学校運営協議会委員の感想

学校と地域の相互理解の
場（熟議）は重要だね。
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CSマイスターの活用４

相互理解の場（熟議）の重要性

第２回、第３回の学校運営協議会

での熟議の変化

 

コミュニティ・スクール研修会の成果

グループ協議への学級担任の参加

・地域と学校の課題の共有
 ・活動の振り返りと整理
 ・活動内容のアップデート

グループでの熟議の記録
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主体的な学びを促す授業デザイン実践研究５
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主体的な学びを促す授業デザイン実践研究５

学校運営協議会委員の授業デザインへの参加

授業動画の視聴

・各教科等の授業

・自立活動の授業

・児童生徒の実態の把握

・授業づくり

・実態の変容
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主体的な学びを促す授業デザイン実践研究５

学校運営協議会委員の授業デザインへの参加

「授業評価シート」を活用

して授業評価を実施

・授業の流れ

・授業づくりのポイント
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主体的な学びを促す授業デザイン実践研究５

学校運営協議会委員の授業デザインへの参加

授業づくり、校内研究への理解

・児童生徒の実態に応じた授業の工夫

 ・職員同士の学び合い

自立活動の理解

障害がある子どもたちの学びにくさ

研究への参加は、委員にとって
も新鮮だったみたいだよ。
特別支援教育への理解が深
まったね。
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主体的な学びを促す授業デザイン実践研究５

学校運営協議会委員の授業デザインへの参加

委員からの意見

▲自立活動の目標はどのくらい期間を考えて設定？

▲授業動画の撮影や編集など職員の負担になってない？

▲研修時間はどのように確保？

カリキュラムマネジメント、社会に開かれた教育課程

特別支援教育の理解
障害特性への理解

学校運営の振り返り
教育課程や授業の説明責任

委員 教職員
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今後に向けて６

人と人との繋がり

・相互理解の大切さ

・熟議の重要性

学校を中心にした「繋がり」 の大切さ

学校運営協議会を中心に
学びの輪、地域の和。未来へ
繋いでいきます！

地域との繋がり

・児童生徒の理解

・教育課程、教育内容の理解

・地域の課題の理解

地域での子どもたちの育成、地域創造
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